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「認定ＮＰＯ法人」になりました。寄付控除が受けられます！

第 17 回 アンコールワット国際ハーフマラソン 2012
　12 月 2 日 ( 日 )、71 の国と地域
から 6,241 名の参加者 ( 過去最多 )
を迎え、開催しました。カテゴリー
は、21km、10km、3km、10km
義手義足に加え、昨年は洪水の影
響のため中止となった 21km 車椅
子のレースも実施できました。毎
年ご参加いただいている森脇健児
さんを始め、日本からもたくさん
のランナーが参加しました。

　当日は例年にない暑さの影響も
あり、水分補給に苦しむランナーも
いましたが、最も懸念されていた
スタート時の安全確保についても、
スタッフ全員の協力により無事に
執り行うことができました。
　カンボジア国内からの参加者が
定着しているのは、カンボジアで

マラソンという競技が理解され、愛
されている証です。そして今回も、
21km の 3 位、10km の 1 位 と 3
位にそれぞれカンボジア人が成績上
位に入っており、この大会を通じて
カンボジアのランナーが着実に育っ
てきていることが分かります。
　参加者からのプレッジとしての寄
付金 USD19,400 は、カンボジア赤
十字やハンディキャップ・インター
ナショナル ( 障がい者支援 )、カン
ボジア・トラスト ( 義手義足支援 )、
また、HG を通じて、カンボジアで
支援が必要な人々ために有効に活用
されます。

＊　　　　＊　　　　＊

　11 月 30 日（金）には、プレイ
ベントとして、日本からのツアー参

加者がシェムリアップ州のチェイ
小学校、HG 睦日本語教室、ニュー
チャイルドケアセンターの子ども
たちと共に、5km、10km を歩く、
アンコールウォーキングを開催し
ました。5km を歩いた後には、子
どもたちとのレクリエーションも
企画し、ツアー参加者と子どもたち
は一年に１度の楽しい時間を過ご
しました。

＊　　　　＊　　　　＊

【前夜祭】

　今年の前夜祭は、幻想的にライト
アップされたプラサットバイ遺跡
にて開催しました。食事やカンボジ
アのアプサラダンス、日本の「鼓粋
若衆板橋轟太鼓」の和太鼓演技を約
500 人の参加者が堪能しました。
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　エイズ孤児や貧困から行き場を失った子ども達に対

して、養教育を行い、社会人として自立させる支援活動。

９月より常勤の日本人スタッフ（プロジェクトオフィ

サー）として、磯邉千春が赴任、現地スタッフ２人と

一緒に運営、管理をしています。

　現在、里子は 15 名で、親元を離れての生活に寂しさ

を感じている子もいますが、ご飯を食べることができ

る、勉強できるという環境のなかで、安心してのびの

びと暮らしています。

　生活環境改善のための工事を急ピッチで進めており、

門と塀の完成、事務所兼スタッフ宿舎の改装、そして

納屋の改修工事も行いました。特に納屋は大きな部屋

として、雨が降っても子どもたちが自由に使えるスペー

スとなり、勉強や遊び場として使用しています。

　また、11 月末には、ＨＧスタディツアーの参加者の

方と果物の植樹を行いました。食卓にこの果物が並ぶ

日を、子どもたちはとても楽しみにしています。

ＨＧむつみ日本語教室
　2012 年９月より新学期に入り、37 名（すみれ

組）が新しく仲間入りし総勢 68 名になりました。

　チョンパー先生も一年が経過し、檜尾先生の片

腕として着実に成長しています。

　岡山学芸館高校に留学している６期生チュー

ト・スライノッチは、部活動のほか、ボランティ

ア活動にも積極的に参加し、「ボランティア・ス

ピリット賞」の「中国・四国ブロックコミュニティ

賞」に選ばれ、代表として広島での授賞式に出席

しました。また「外国人による日本語弁論大会で

も「ボランティアスピリット」と題して優秀賞を

獲得しました。

※ 2013 年度から、美容師をめざしているサオピアが、岡
山にやってきます。ペアレント募集中。

カモンさんに教わりながら初めて鋏を使いました

ニューチャイルドケアーセンター
（NCCC）

ハートペアレント（里親）事業

改修後の納屋

ツアー参加者との植樹

※ 2013 年 4 月から、初めての男子が岡山学芸館高校
　に留学予定。ペアレントを募集しています。
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優良事例に選ばれました！
　平成 23 年度に自治体国際化協会の助成を受け、岡

山市と実施した「カンボジア王国体育科教育関係者短
期招聘事業」の報告会（７月 12 日､於 日本財団ビル（東

京））に、ケオ・ソチェトラと本部事務局の井上恭子が

参加しました。

　本事業でカンボジア教育青年スポーツ省の行政官と

ともに、研修員として来日していたソチェトラより、

事業の感想や成果を直接お伝えすることができました。

　事業の概要と報告会は、自治体国際化協会のサイト

　７月から 10 月末までの

４ヵ月間、岡山県の研修員

（HG では、７人目）として、

小学校体育について、行政

機関や学校で研修を受けま

した。2006 年から始まっ

たカンボジア小学校体育の

指導書作成支援ならびに振

興プロジェクトのなかで、

現地スタッフとして中心的

な役割を果たしてきたソチェトラが、日本の体育教育

に直接ふれる機会を得ることができました。HG にとっ

ても、大きな財産となりました。

【研修受入機関】

岡山県保健体育課、同スポーツ振興課、岡山市保健体

育課、岡山県体育協会、岡山市教育研究研修センター、

岡山県総合教育センター、岡山大学保健体育講座、

岡山市立福島小学校、同第三藤田小学校、同旭東中学校、

ファジアーノ岡山、岡山県国際交流協会

岡山県ローカル・トゥ・ローカル技術移転事業（岡山県国際課）
ケオ・ソチェトラ（HG 東南アジア事務所　プロジェクト・リーダー）来日、研修

(http://www.clair.or.jp/j/cooperation/model/index.

html) で紹介されています。

　私は、これまでコーディネーターや通訳として

来日したことがあるが、海外で研修を受けるのは

今回が初めてだ。

 体育教育の研修員として、専門家ではないが、

研修にもっともっと集中して臨まなければならな

い。そこで、私は、カンボジアで保健体育教育を

普及するために、岡山から知識を最大限得ること

を目的として、岡山県の保健体育に関連するあら

ゆる事業を、見学し、話を聞き、質問し、学習す

ることに努めなければならなかった。

　岡山での４ヵ月間の研修は私に多くのことを教

えてくれた。岡山で得たすべての資料も体験も、私は国に持

ち帰り、カンボジア青少年スポーツ教育省の職員であるワー

キンググループの仲間たちと共有したいと考えている。特に、

岡山県での体育教育とスポーツ振興の手法は、将来の体育教

育普及の担当者となるカンボジアの各州、地区の行政職員に

伝えていきたい。外国との国際協力のために、このような素

晴らしい研修計画を策定してくださった岡山県に心から感謝

申し上げたい。もしできることなら、将来、私の国でも、こ

のような研修制度を設けたいと願っている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　ケオ・ソチェトラ

← 
岡
山
県
よ
り
研
修
修
了
証
を
い
た
だ
き
ま
し
た

HG 長岡クラブ設立（新潟）

　８月 31 日、長岡グランドホテルにて有森代表と

本部事務局の有森玄治が参加し設立総会が開催され

ました。参加者 60 名で会則を承認し、発起人とし

て多大なるご尽力を頂きました清水幸史氏が会長に

選任されました。

　総会後、代表による「共に育つ」の記念講演が開

催され、その後、懇親会にて、会員同士の親睦が図

られました。

　各地域にクラブが設立されることは、ＨＧの活動が

地域に広がることになり大変心強く感じています。
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第６回吹田中の島チャリティ・ラン

　９月 16 日 ( 日 )、吹田中の島公園から神崎川右岸

河川敷をめぐる 2.3 Ｋｍコースで、３時間走とゲーム

リレーを開催。参加人数は、ランナー、スタッフ総勢

650 名。またゲストとして、和田 ( 吉田 ) 光代さん ( 元

ダイハツ陸上部）、深尾真美さん ( 元三田工業陸上部）、

松木千佳さんにご参加いただきました。

　今回で 21 年間のチャリティ募金総額が 370 万円を

突破。続けて行くことの大切さとその重みを実感いた

しました。参加者の皆様をはじめ、実行委員会、後援、

協賛、運営協力いただきました企業、団体の方々に感

謝申し上げます。

3.11 子ども animo プロジェクト

　今年は、津波ですべてを流された東松島市立野蒜小

学校と石巻市立渡波小学校の２校を応援しています。

　家族が大きな被害にあって、費用がかかる校外学習

に参加できない子どもたちがかなりいます。野蒜小学

校では、校外学習に全員が参加できるように「HG レ

インボープレゼント」として、７月に２泊３日の「蔵

王自然教室」、10 月の「レインボータイム・秋の全校

たてわり遠足」、３月には卒業生に渡す「卒業アルバム」

を支援する予定しています。渡波小学校は３学期に支

援する予定です。仮

設学校ではあります

が、徐々に学校に日

常が戻ってきていま

す。しかし元に戻る

には、10 年以上かか

ることでしょう。

　９月９日 ( 日 ) に、岡山県玉野市にある遊園地「おもちゃ

王国」で開催。

　残暑が厳しいなか、園内を周回するコース（1km1 周半、

３km は４周半 ) で、小さな子どもたちは走りながらキョ

ロキョロ、周りのアトラクションに興味津々の様子。また、

年長の子どもたちは、大人顔負けで疾走していました。

　黒田玉野市長にスターターを務めていただきました。

　また、前回同様、ALIVE メンバーがスケートを装着し

ての先導、そして保護者の方が、走路員、ゴール地点で

の出迎えなど、ボランティアとして活躍してくださいま

した。

　有森代表によるランニング・クリニックでは、レース

前後の体調の整え方や、走るときの姿勢などの指導があ

り、参加者からの質問にも答えました。岡山大学教育学

部の原祐一先生によるマラソン・ミニブックも参加者に

配付しました。

　親子や家族で走ること、オリンピックメダリストの有

森代表と一緒に走ること、遊園地内を走ることからその

楽しさを知り、スポーツを愛するきっかけとなれば、と

始めた大会です。また、走ることを通じて、カンボジア

の子どもたちへの鉄棒支援を行い、国際協力への興味、

関心を持ってもらうことも願っています。
【協賛】エイコースポーツ
【協力】国際ソロプチミスト玉野、玉野ライオンズクラブ、岡
山ゾンタクラブ、玉野商工会議所女性会、玉野商工会議所青
年部、司法書士三宅重文事務所、ダイヤモンド瀬戸内マリン
ホテル、クラブン株式会社、岡山学芸館高等学校、Skating 
performers Okayama ALIVE、おもちゃ王国

第２回 たまの親子チャリティ
マラソン in おもちゃ王国

暑いなか、恵の水を浴びて走る

元気いっぱいにスタート！
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活動報告（2012年後半）
7/2 〜 岡山県技術研修員来岡（１０月末まで）
7.7 日本スポーツとジェンダー学会
 「開発におけるジェンダーとスポーツ」
7.12 自治体国際化協会事例報告会
7/13-16 ヤンマー創業 100 周年大感謝祭「パネル展他」
7.15 第 46 回岡山県母親大会
8.25 「地雷を踏んだらサヨウナラ」上映会＆トーク
8.31 HG 長岡クラブ発足式（長岡）
9.2 岡山県研修員ふれあい講座
9.6 泰阜村塾講演会「私の社会活動」−共に育つ−
9.9 第２回たまの親子チャリティマラソン in おもちゃ王国
9.13 平福小学校出前講座
9.16 第６回吹田中の島チャリティー・ラン
9.24 HG 福島クラブ総会
9.25 倉敷平成ライオンズ報告会
10.4 政田小学校・福島小学校出前授業
10.7 雄勝健康マラソン
10.20 岡山緑化フェア
10.25 千早高校出前授業
11.4 茂庭っ湖マラソン
11.6 学芸館高校・清秀中学校出前授業
11.11 日本語弁論大会（スライノッチ）
11.25 富士山マラソン
11/29-12/4　マラソンスタディツアー
11.30 アンコールウオーキング
12.1 マラソン前夜祭
12.2 第 17 回アンコールワット国際ハーフマラソン
12.16 カモンチャリティーカット
12/22-23　山陽女子ロードパネル展  他

活動予定（2013 年前半）変更あり
    　 　
1.16 高野山大学同窓会後援会（岡山）
1.26 カンボジアキッズ・サッカー大会
1.29 岡山南ロータリー定例会卓話
3.1 スプリング・チャリティーディナー（東京）
3.3 第 33 回篠山 ABC マラソン
3.16-18 3.11 スタディツアー
3.20 第 3 回淀川国際ハーフマラソン（大阪）
3.21 第６期留学生帰国
3 月末 第７期留学生来日
4.16 京都東山ロータリー４５周年記念講演会
4.21 第 23 回 かすみがうらマラソン（土浦）
 東日本会員交流会（東京）
5.12 Arimori Cup マラソン大会（穂別）
5.23 アニモミュージアム 10 周年記念バザー（岡山）
6 月 HG 総会・理事会・西日本会員交流会

　９月よりニューチャイルドケアセンター（NCCC）に

赴任しています。施設の管理運営、現地スタッフの指

導等を行っています。NCCC の子ども達は、さまざまな

理由でここにきています。彼らが元気に生きていくこと、

自分の夢をみつけ、それに向かって進んでいくことのサ

ポートをしたいと思っています。また、この施設を将来

的にカンボジア人によって運営できるよう、現地スタッ

フのサポートにも取り組んでいます。

　NCCC はハート・ペアレントの方々をはじめ、多くの

日本の方からの支援で成り立っています。この支援は

金銭面だけでなく、子ども達の精神面にも大きな支えと

なっています。

　私の一日は、「おはようございます！」という子ども

からの元気なあいさつで始まります。子ども達は心豊

かに、素直に成長していると感じます。自然に囲まれた

NCCC でパソコンに向かうも、彼らの楽しそうな笑い声

に引き込まれ、ついつい一緒に遊んでしまうという毎日

を送っています。カンボジアの地で、カンボジア人と一

緒に、ひとつひとつ課題に取り組んでいきます。どうぞ

よろしくお願い致します。

　着任のご挨拶 　　磯邊　千春

この冬も登りますよ！

◇◇◇　第６回HGチャリティ耐寒登山　◇◇◇

　大阪で唯一樹氷・霧氷（雪があれば）が楽しめる金

剛山でお腹一杯マイナスイオンを満喫しませんか？

　皆様のご協力・ご支援があって今年で 6 回目を迎え

ることができます！

　会員様、ご家族様、友人皆様のご参加をお待ちして

おります。

【日時】 　　2 月 12 日（日曜日）　小雨、降雪決行

【集合時間】  10 時　　10 時 30 分出発予定

【参加費】　  1,000 円（チャリティ募金とさせていただきます）

【集合場所】  金剛山登山口徒歩２分、さわやかトイレ前駐車場

【持ち物】　  着替え・飲料水・おやつ・アイゼン（降雪時）

【交通機関】　

○南海電鉄利用の場合
　南海高野線・難波〜河内長野
　バス・金剛山ロープウェイ行き→金剛登山口下車
○近鉄電車利用
　南大阪線・近鉄阿部野橋〜富田林
　バス・千早線→金剛登山口下車

※ 参加確認は致しません。現地集合、現地解散！！

　気軽にご参加ください。

　尚、当日の怪我等につきましては個人の責任に於いて

　の参加となります。

　参加を予定される方は日頃から歩いておいてください。


